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井芹
鈴秋 さん

（仁田子区）
トシ子 さん

西本
二郎 さん

（岩下一区）
レイ子 さん

河内
和征 さん

（緑町区）
八枝子 さん

安廣 義男 さん
（仁田子区）

ミエ子さん
佐藤

良一 さん
（仁田子区）

重子 さん

田中
勝廣 さん

（岩下一区）
サミ子 さん

楠本
泰山 さん

（岩下一区）
美奈子 さん

苦
楽
を
共
に

歩
ん
で
き
た

夫
婦
の
50
年

●
夫
婦
で
歩
ん
だ
50
年
を
表
彰

　
９
月
15
日
（
火
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル
で
、
第
57
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
日
日
新
聞
社
が
主
催
。
今
年
は
、
昭
和

40
年
に
結
婚
し
た
夫
婦
34
組
（
う
ち
25
組
出

席
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
同
社
社
長
代
理
の
池
下
敬
一
郎

事
業
部
長
が
、
表
彰
者
代
表
の
本
田
政
武
さ

ん
・
榮
子
さ
ん
夫
妻
（
早
川
区
）
に
、
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈
。
奥
名
克
美
町
長
が
「
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
後
輩
の
わ
れ
わ
れ
に
継
承
し

て
い
た
だ
き
、
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

ご
指
導
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
今
後
も
ご
夫
婦
と
も
ど
も
、
ま
す
ま
す

の
ご
長
寿
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
１
組
ず
つ
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
を
代
表
し
て
本
田
さ
ん
ご
夫
婦
が

「
本
日
は
、
こ
の
よ
う
な
お
祝
い
の
席
を
設
け

て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
50
年
、
喜
び
も
悲
し
み
も
共
に
分
か
ち
合

い
苦
労
を
夫
婦
で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
こ

の
感
激
を
励
み
に
健
康
に
留
意
し
、
互
い
に
支

え
合
い
、
周
囲
の
皆
さ
ん
の
ご
恩
に
報
い
る
た

め
に
経
験
と
知
識
を
生
か
し
、
郷
土
の
た
め
に

支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

第57回熊日金婚夫婦表彰
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中川
弘道 さん

（早川区）
憲子 さん

本田
政武 さん

（早川区）
榮子 さん

大隈
護 さん

（早川区）
博子 さん

大隈
德雄 さん

（早川区）
美惠子 さん

濱村
春實 さん

（府領区）
セツコ さん

谷頭
　美 さん

（中早川区）
操 さん

野々口
俊治 さん

（府領区）
ノリコ さん

西村
睦弘 さん

（有安区）
榮子 さん

北川
長勝 さん

（上早川四区）
文子 さん

仲原
征二 さん

（船津区）
千鶴子 さん

福田
誠至 さん

（麻生原区）
和子 さん

緒方
正 さん

（横田区）
美代子 さん

※ご希望の方のみを掲載しています。

金柿
正照 さん

（下横田区）
京子 さん

坂田
幸治 さん

（下横田区）
美瑛子さん

塚原
美臣 さん

（浅井区）
壽万子さん

松下
哲三 さん

（浅井区）
繁子 さん

溜渕
一吉 さん

（上早川五区）
治子 さん

井芹
雅明 さん

（船津区）
クミ子 さん

野口
正憲 さん

（津志田区）
幸子 さん

森口
政人 さん

（津志田区）
敏美 さん

井出
勝博 さん

（府領区）
昭子 さん

渡辺
行雄 さん

（山出区）
千代子 さん
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●
農
業
に
触
れ
て
未
来
の
後
継

　
者
を
育
て
る

　

甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
対
策

協
議
会
（
宮
本
修
治
会
長
）
で
は
、

後
継
者
育
成
支
援
対
策
の
一
環
と

し
て
、
甲
佐
中
学
校
（
加
藤
敬
之

校
長
２
５
０
人
）
生
徒
を
対
象
に

毎
年
、
農
業
体
験
学
習
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

８
月
20
日
（
木
）
〜
21
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
同
学
習
会

に
は
、
同
中
１
年
生
14
人
が
参
加

し
熊
本
農
業
高
校
（
熊
本
市
南

区
）
と
熊
本
農
業
大
学
校
（
合
志

市
）
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
熊
農
高
で
は
、
作

物
の
ハ
ウ
ス
な
ど
を
見
学
し
、
農

業
大
学
校
で
は
、
施
設
の
見
学
、

果
物
摘
み
取
り
や
糖
度
測
定
な
ど

を
体
験
。
畜
舎
で
は
、
乳
牛
に
つ

い
て
学
習
し
た
後
、
子
牛
の
ミ
ル

ク
や
り
を
体
験
し
た
り
、
散
歩
を

楽
し
ん
だ
り
と
、
家
畜
と
触
れ
合

い
な
が
ら
畜
産
の
魅
力
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育

セ
ン
タ
ー
（
合
志
市
）
で
は
、
農

協
の
仕
組
み
や
食
の
大
切
さ
を
学

習
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
西
原
村
の
阿
蘇
ミ

ル
ク
牧
場
で
加
工
食
品
づ
く
り
体

験
「
手
づ
く
り
ウ
イ
ン
ナ
ー
」
に

挑
戦
。
材
料
の
ひ
き
肉
を
こ
ね
る

作
業
か
ら
、
ヒ
ツ
ジ
の
腸
に
肉
を

詰
め
て
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
形
に
仕
上

げ
る
工
程
ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
集
団
行
動
や
宿
泊
を
通
し

て
、
集
団
生
活
に
お
け
る
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し

た
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
農
業
の
魅

力
を
感
じ
た
野
仲
健
太
郎
く
ん

（
上
早
川
四
区
）
は
、「
農
業
の
楽

し
さ
や
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

自
分
も
大
き
く
な
っ
た
ら
農
業
を

し
た
い
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

８月20（木）～21（金）甲佐中生徒が農業体験学習

甲佐町産業後継者育成対策協議会

ト ピ ッ ク ス

▲ウインナーづくりに挑戦する生徒たち

▲

熊
本
農
業
高
校
の
ハ
ウ
ス
で
作
物
の
特
徴
や
育
て
方
に
つ
い
て
学
ぶ
生
徒
た
ち
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●
環
境
保
全
に
取
り
組
む

　

　
き
っ
か
け
を
作
る
フ
ェ
ア

　

９
月
19
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
こ
う
さ
環
境

フ
ェ
ア
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち
、

環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
実
践

す
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
と
町
教
育
委
員
会

が
主
催
し
、
約
１
２
０
人
が
参

加
。
講
演
や
展
示
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
緑
の
生
活
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
の
佐
藤
彩

己
子
さ
ん
が
、「
そ
も
そ
も
、

ど
う
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
」
と
題
し
て

講
演
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
取

り
組
む
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
小
学
校
は
、
環
境

な
ど
の
学
習
成
果
を
壁
新
聞
な

ど
で
発
表
。
エ
コ
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
浄
化
槽
の
仕
組
み
な
ど

を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
も
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

●
環
境
に
関
す
る
表
彰

　

講
演
会
の
後
に
は
、
平
成
27

年
度
環
境
教
育
啓
発
作
品
と
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
入
賞

者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
教
育
啓
発
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
町
教
育
委
員
会
が

主
催
。
み
ど
り
川
の
絵
コ
ン

ク
ー
ル
の
部
に
２
１
８
点
、
緑

川
環
境
美
化
標
語
の
部
に
２
２

４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
特
選
受
賞
者
（
敬
称
略
）

○
み
ど
り
川
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル

の
部

　

宮
﨑
雄
矢
（
龍
野
小
１
年
・

下
横
田
区
）、
鹿
耳
俊
希
（
白

旗
小
２
年
・
早
川
区
）、
菊
地

こ
こ
ろ
（
龍
野
小
３
年
・
下
横

田
区
）

○
緑
川
環
境
美
化
標
語
の
部

　

舛
田
海
菜
（
乙
女
小
４
年
・

府
領
区
）、
中
川
一
樹
（
白
旗

小
５
年
・
糸
田
区
）、
田
上
美

悠
（
龍
野
小
６
年
・
中
横
田
区
）

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
自
然
の
カ
ー
テ
ン
を

作
り
、
日
差
し
を
遮
る
こ
と
で

節
電
を
図
る
た
め
に
、
町
が
主

催
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞
受
賞
者（
敬
称
略
）

◯
家
庭
部
門

　

松
本
茂
（
船
津
区
）

◯
事
業
所
部
門

　

乙
女
小
学
校

●
み
ん
な
の
川
と
海
を
守
る

　
た
め
の
清
掃
活
動
を
実
施

　

９
月
５
日
（
土
）
平
成
27
年

度
「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川

と
海
づ
く
り
デ
ー
」
緑
川
流
域

一
斉
美
化
清
掃
活
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
活
動
は
、
県
、
県
教
育
委

員
会
、
甲
佐
町
緑
川
流
域
美
化

活
動
推
進
協
議
会
な
ど
が
主
催
。

県
内
の
川
と
海
を
清
掃
活
動
な

ど
を
通
し
て
守
り
、
健
全
な
姿

で
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
県
下
一
斉
清
掃
活

動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
町
内
の
緑
川
流
域
に
も
多

　
く
の
参
加
者
が
集
合

　

町
内
で
は
、
甲
佐
中
学
校

（
加
藤
敬
之
校
長
２
５
０
人
）

と
甲
佐
高
校
（
山
下
由
美
校
長

１
３
６
人
）
の
生
徒
１
２
８
人

を
含
む
地
域
住
民
な
ど
約

２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
行
わ
れ
た
清
掃
活

動
で
は
、
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
、
麻
生
原
運
動
公
園
、

津
志
田
河
川
自
然
公
園
、
安
津

橋
周
辺
の
４
会
場
で
、
紙
く
ず

や
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
た
ば
こ

の
吸
い
殻
、
不
法
投
棄
さ
れ
た

家
具
や
家
電
な
ど
の
ご
み
を
回

収
。
町
内
全
体
で
約
２
１
０
㌔

を
回
収
し
ま
し
た
。

郷
土
の
環
境
を
守
っ
て
、
快
適
な
暮
ら
し
を
次
代
へ
引
き
継
ご
う

こ
う
さ
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
５
・
く
ま
も
と
み
ん
な
の
川
と
海
づ
く
り
デ
ー

▲浄化槽に関するブースで学ぶ来場者たち
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▼

緑
川
の
河
川
敷
で
清
掃
を
行
う
参
加
者
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８
月
26
日
（
水
）
町
安
津
橋
健
康

広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
「
グ

リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
」
で
、
累
計
35
万

人
目
の
利
用
者
に
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
地
域
住
民
の
健
康
増

進
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
触
れ
合

い
と
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
13
年
９
月
に
利
用
開
始

さ
れ
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
35
万
人
目
の
利
用
者
で
あ
る
大

森
和
代
さ
ん
（
熊
本
市
西
区
）
に
師

富
省
三
副
町
長
が
記
念
品
を
贈
呈
。

　

週
３
・
４
回
、
夫
と
同
施
設
を
利

用
し
て
い
る
と
い
う
大
森
さ
ん
は

「
健
康
の
た
め
に
朝
一
番
に
来
て
、

２
人
で
プ
レ
イ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　９月24日（木）町役場でエイジレス章伝

達式が開催され、村上諫さん（下豊内区）に

賞状と記念の楯が伝達されました。

　同章は、年齢にとらわれず自らの意思と能

力を生かし自由な生活を送ることや社会参加

活動を行う高齢者を内閣府が表彰するもの。

　村上さんは、長年に渡って生け花の講師を

務め、子どもたちへの伝統芸能継承に力を注

ぎ、自身が所有する農地を活用して地元小学

校の農業体験を実施するなど地域に根差した

活動に取り組んだことで受賞されました。

100歳おめでとうございます
平成27年度100歳到達者に祝状などを伝達

利用者累計35万人突破　
町安津橋健康広場グラウンド・ゴルフ場

充実した長寿を目指して　
村上諫さん（下豊内区）がエイジレス章を受賞

▼奥名町長から祝状を受け取った100歳到達者の田上カヅメさん（写真中央）

▲地域での長年の社会活動への取り組みで表彰された村上諫さん

▼

師
富
副
町
長
か
ら
賞
品
を
受
け
取
る
大
森
和
代
さ
ん

　

９
月
25
日
（
金
）
本
町
で
の
平

成
27
年
度
の
１
０
０
歳
到
達
者

（
大
正
４
年
４
月
１
日
〜
大
正
５

年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
に
祝
状
な

ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
到
達
者
は
、
井
芹
ミ

ヨ
キ
さ
ん
（
船
津
区
）、
桑
原
チ

ト
さ
ん
（
南
三
箇
区
）、
佐
藤
義

治
さ
ん
（
仁
田
子
区
）、
志
垣
光

女
さ
ん
（
町
内
施
設
入
所
）、
田

中
艶
子
さ
ん
（
中
横
田
区
）、
田

上
カ
ヅ
メ
さ
ん
（
岩
下
二
区
）、

塚
本
ア
ヤ
子
さ
ん
（
熊
本
市
南
区

施
設
入
所
）、
寺
本
ツ
ギ
さ
ん

（
町
内
施
設
入
所
）、
野
仲
冨
子
さ

ん
（
同
）、
古
住
ツ
ヤ
子
さ
ん

（
同
）
の
男
性
１
人
と
女
性
９
人

で
、
合
わ
せ
て
10
人

（
あ
い
う
え
お
順
）。

　

贈
呈
で
は
、
奥
名
克

美
町
長
が
各
到
達
者
を

訪
問
し
、
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
の
祝
状
と
記
念

品
を
伝
達
。
町
と
甲
佐

町
社
会
福
祉
協
議
会

（
奥
名
克
美
代
表
）
か

ら
の
祝
金
も
贈
り
ま
し

た
。

　

奥
名
町
長
の
訪
問
を

受
け
た
田
上
カ
ヅ
メ
さ

ん
は
（
写
真
中
央
）、

「
皆
さ
ん
に
祝
っ
て
い

た
だ
い
て
と
て
も
嬉
し

い
で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。
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　９月４日（金）乙女小学校で平成27年度町童

話発表会が開催されました。

　同大会は、児童が童話に親しんだり創作活動を

活発にしたりする機会を設けることで、読書意欲

の向上を図り、豊かな人間性を育成することを目

的に、町教育委員会と町公民館が主催。町内の各

小学校から選ばれた８人の児童が出場し、乙女小

（上杉奈緒子校長114人）の児童や保護者、地域

住民などの聴衆の前で、それぞれに個性の光る表

現力豊かな発表をしました。

　審査員は、童話の内容を理解し聴き手に分かり

やすく表現されているかなどを、総合的に審査。

最優秀賞には、『クワガタと少年』（大村あつし

著）を発表した大瀧結衣さん（龍野小６年・上早

川二区）と『ともだちひきとりや』（内田麟太郎

著）を発表した北ほのかさん（乙女小３年・和田

内区）が選ばれました。

　同10日（木）に郡大会に出場した大瀧さんは

最優秀賞に選ばれ、10月３日（土）に熊本市で

開催される県大会に出場します。

　

９
月
10
日
（
木
）
龍
野
小
学
校

（
佐
藤
浩
介
校
長
１
３
２
人
）
の
４

年
生
（
浦
本
敬
史
教
諭
24
人
）
が
ホ

タ
ル
の
幼
虫
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

同
小
で
は
、
環
境
学
習
の
一
環
と

し
て
ホ
タ
ル
の
飼
育
を
実
施
。
児
童

た
ち
に
環
境
保
全
や
命
の
大
切
さ
を

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
竜

野
地
区
の
地
域
住
民
で
結
成
さ
れ
た

「
た
つ
の
ホ
タ
ル
会
」（
金
森
徹
会

長
）
の
指
導
の
下
、
ホ
タ
ル
を
卵
か

ら
幼
虫
、
成
虫
に
な
る
ま
で
育
て
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

休
耕
田
を
利
用
し
て
同
会
が
ホ
タ

ル
の
す
み
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た

「
ホ
タ
ル
池
」
に
、
約
３
㍉
程
度
に

成
長
し
た
幼
虫
を
放
流
。
児
童
た
ち

は
「
来
年
、
ま
た
た
く
さ
ん
光
っ
て

ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　９月７日（月）甲佐中学校で、新校舎等落

成式が開催されました。

　年月の経過による老朽化と耐震力不足など

の理由で、平成23年から校舎、体育館・プー

ルの改築工事を開始。同24年４月から新校

舎の一部と旧校舎が併用で供用開始となり、

同26年度からすべての施設の供用が始まり

ました。

　式典では、奥名克美町長が「生徒の皆さん

にはこの校舎で大きな夢と希望を抱いて、勉

強やスポーツに励んで欲しい」とあいさつし

ました。

地域に愛される新校舎へ
９月７日（月）甲佐中学校落成式

▲平成26年供用開始の体育館で開催された落成式

童話ではぐくむ児童の心　
９月４日（金）平成27年度町童話発表会

▲町内の各小学校から８人の児童が出場した町童話発表会。最優秀賞は
大瀧さん（前列右から２番目）と北さん（同４番目）が受賞

▼

紙
コ
ッ
プ
で
幼
虫
を
ホ
タ
ル
池
に
放
流
す
る
児
童
た
ち

ホタル舞う里を夢見て　
龍野小児童とたつのホタル会が幼虫を放流
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農
業

町産業振興課　TEL 096‒234‒1176（内線 154）　 klg207@town.kosa.lg.jp

■
平
成
28
年
度
新
規
要
望
を
受
付

申
請
期
限

提
出
書
類

対
象
要
件
な
ど

【
補
助
率
】

【
補
助
対
象
事
業
者
】

【
補
助
対
象
内
容
】

【
要
件
】

▼
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

　

農機具導入補助の
要望を受け付けます

詳しくは町産業振興課にお問い合わせください。

国
民
健
康
保
険

住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)　 klg204@town.kosa.lg.jp

■
適
切
な
受
診
で
医
療
費
を
削
減

●
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合

▼
接
骨
院
・
整
骨
院

は
り
・
き
ゅ
う

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

■
施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
点

①
原
因
を
正
し
く
伝
え
る

②
施
術
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は

医
師
の
診
断
を
受
け
る

③「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
内
容
を

よ
く
確
認
す
る

④
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
る

適切な受診で医療費の
無駄遣いを防ごう

対象要件などを確認の上、申請してください
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 222）　 klg202@town.kosa.lg.jp

■
10
月
３
日
（
土
）
男
女
共
同
参
画

　
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
本
町
で
開
催

■
懇
話
会
で
男
女
共
同
参
画
社
会
を

テ
ー
マ
に
し
た
寸
劇
を
披
露

10 月３日（土）開催
男女共同参画イベント

懇話会による男女共同参画啓発寸劇の一場面

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113 （内線 104）　 klg102@town.kosa.lg.jp

■
国
民
年
金
保
険
料
に
は
免
除
・
猶

　
予
制
度
が
あ
り
ま
す

①
免
除
（
全
額
・
一
部
免
除
）
申
請

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

■
申
請
時
の
注
意
点
に
つ
い
て

▼
免
除
な
ど
が
申
請
で
き
る
期
間

▼
必
要
書
類

国民年金の納付免除・
若年者納付猶予制度

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください
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私 R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『東京帝大叡古教授』（門井 慶喜著）

市下 克幸さん
〔下横田区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、毎週新刊本

や話題の本など、新しい本

を入荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

総理大臣に瓜２つの容姿ともの

まね芸で、密かに話題を集めて

いた売れない舞台役者・加納慎

策は、総理の「替え玉」という

とんでもない密命を受ける。国

民の切実な願いを置き去りにし

た、不条理な状況に直面した彼

が「総理」として挑んだ先には

…。予測不能な圧巻の展開と、

スカッとする読後感がたまらな

いおすすめの１冊です。

NHK 出版

小説

替え玉の総理が国民のために挑む
中山 七里著 /『総理にされた男』

大切な「いのち」について学ぶ本
のぶみ作 /『ママがおばけになっちゃった！』

簡単・便利なレシピが盛りだくさん
柳沢 英子著 /『やせるおかず作りおき』

52歳で食事法のみで73㌔から、
１年後に26㌔減の47㌔に。料
理研究家である著者が証明する、

やせる食べ方のルールと、実際

に食べていた「やせる作りお

き」レシピを紹介。健康診断の

数値も劇的に改善したというレ

シピは、男女、年齢問わないも

のですが、代謝が落ちてやせに

くくなる50代以上の世代には、

特におすすめしたい１冊です。

小学館

教養・娯楽

第２次世界大戦から70年が経

つ今、2015年にも世界ではた

くさんの戦争が起こっている。

なぜ、戦争は繰り返されるのか。

本書では、戦争が生まれる理由

から、日本と世界がどのように

戦後を生きてきたのかを分かり

やすく解説する。果たして日本

は、戦争から得た学びをきちん

と考え未来へとつなげていける

のか。読み応えのある１冊です。

祥伝社

一般書

なぜ「過ち」は繰り返されるのか
池上 彰著 /『世界から戦争がなくならない本当の理由』

とつぜん、「おばけ」になって

しまったママ。いちばん心配な

のは４歳になる息子のかんたろ

うのことです。夜12時をすぎ

ると、かんたろうの部屋に現れ

て…。切なくてホロリとします

が、思わずクスッとわらってし

まうところもある、「いのち」

の愛おしさがあふれる絵本です。

テレビなどで紹介され話題の、

大人にも読んでもらいたい本で

す。

講談社

児童書

語学・文学・史学など人文科学にも通
じる“知の巨人”である主人公・宇野
辺叡古 ( うのべえーこ ) が連続殺人事
件に遭遇、そして謎を追いかける。

今月の案内人
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　
8
月
26
日
（
水
）
町
民
セ
ン

タ
ー
で
、
出
前
講
座
「
熱
中
症

と
認
知
症
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
木
村
真
澄
保
健
師
が
、

熱
中
症
を
主
題
に
予
防
や
応
急

処
置
に
つ
い
て
説
明
。

　「
衣
食
住
の
工
夫
で
の
熱
中

症
予
防
と
し
て
、
涼
し
い
服
装

と
、
し
っ
か
り
食
事
を
摂
る
こ

と
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
上
手
に

使
う
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
木

村
保
健
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
。

ま
た
、「
涼
し
い
場
所
へ
の
移

動
や
水
分
の
摂
取
、
体
を
冷
や

す
な
ど
の
応
急
処
置
は
、
早
め

に
行
う
こ
と
で
、
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
参
加

者
へ
説
明
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
熱
中
症
の
症
状
に

分
け
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、

参
加
者
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変

化
に
対
応
す
る
こ
と
で
熱
中
症

予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
学
び
ま

し
た
。
　

　
９
月
16
日
（
水
）、
シ
ニ
ア

世
代
の
講
座
「
魚
の
さ
ば
き

方
」
講
座
を
町
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
岩
崎
雅
德
さ
ん
（
割
烹
う
お

や
料
理
長
）
を
講
師
に
受
講
生

15
人
が
ア
ジ
の
刺
身
用
の
さ
ば

き
に
挑
戦
。
３
枚
に
お
ろ
し
て

い
く
先
生
の
鮮
や
か
な
手
つ
き

と
は
異
な
り
、
実
際
や
っ
て
み

る
と
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
で

き
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
男
性
も

ベ
テ
ラ
ン
主
婦
も
魚
に
向
か
っ

て
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
ジ
フ
ラ
イ
用
の

さ
ば
き
方
や
包
丁
の
研
ぎ
方
の

説
明
も
あ
り
、
男
性
の
受
講
生

は
、「
家
で
も
た
ま
に
は
包
丁

持
っ
て
、
練
習
し
ま
す
」
と
意

欲
い
っ
ぱ
い
に
話
し
ま
し
た
。

「
熱
中
症
に
つ
い
て
」

▼

公
民
館
出
前
講
座

「
魚
の
さ
ば
き
方
」
講
座

▼
公
民
館
主
催
講
座

▲木村保健師から熱中症対策の

ポイントを学ぶ受講生たち

▲講師の岩崎さんから魚のさば

き方のコツを学ぶ受講生たち

●「子どもの人権」について

　インターネットや携帯電話等が普

及し、子どもたちの利用も増加して

います。一方、それに伴い深刻な問

題も起きています。私たちは、子ど

もの人権を守るためにどういったこ

とに取り組むべきでしょうか。

　私たち大人が子どもたちに伝える

べきことは何でしょう。子どもたち

は、コミュニケーションの範囲が大

人と比べて極端に狭いのが現実です

が、ネットを使うと把握すらできな

いくらいにその範囲が広がります。

　ネット上で起きる問題というと、

つい技術や機械の問題だと思いがち

ですが、携帯電話やスマートフォン

はコミュニケーションの道具です。

　私たち大人は、他者とコミュニ

ケーションをとる際に最も大切なこ

とは相手の人権を尊重することだと

子どもたちに伝えることが重要です。

機械や技術に惑わされることなく、

私たちが培ってきた人権感覚で、子

どもたちにあるべきコミュニケー

ションの姿を、今まで以上にしっか

りと伝えるべきです。「豊かな人権

感覚こそがネット社会を生きる上で

のパスポート」だと思います。

　そして、現実の世界の中で他者の

痛みがわかるような子どもであって

ほしいと思います。顔をつきあわせ、

相手の息づかいを感じながら、実際

に語り合い、笑い、様々なことを分

かち合えるような豊かな人間関係を

築くことで、ネット上でも正しい振

る舞いができるようになってくると

思います。

Vol.30』より～

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

▲

公民館主催講座

　郷土の歴史を訪ねて

●開催日・集合時間

　10月22日（木）午前９時30分集合

●集合場所

　町生涯学習センター

●見学場所

　世界文化遺産に認定された三角

　西港、ミカン狩り

●参加費

　昼食代　1,200円

　ミカン狩り代　500円

※雨天の場合は、戸馳花の学校　

　（入場料300円）に変更あり。

●定員

　25人

●参加申し込み期間

　10月７日（水）から

※定員になり次第締め切ります。
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❖
献
血
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か

　
医
療
技
術
の
進
歩
が
め
ま
ぐ
る
し
い

現
在
で
も
、
血
液
を
人
工
的
に
造
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
血
液
は
、
人
工
的

に
造
る
こ
と
が
で
き
な
い
細
胞
に
よ
っ

て
で
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
・
ご
協
力
に
よ
る
献

血
が
必
要
で
す
。

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
病
気
の
治
療

や
手
術
な
ど
で
血
液
が
必
要
な
人
に
使

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
血
液
に
は
生
き

て
い
る
細
胞
が
入
っ
て
い
る
た
め
、
長

期
の
保
存
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
献

血
さ
れ
た
血
液
を
輸
血
に
使
用
で
き
る

期
間
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
血
液
は
、「
血
漿(

け
っ
し
ょ
う)

」

（
液
体
成
分
）
と
「
血
球(

け
っ
き
ゅ

う)

」（
赤
血
球
・
白
血
球
・
血
小
板
）

で
出
来
て
お
り
、
自
分
の
血
液
を
輸
血

な
ど
の
た
め
に
無
償
で
提
供
す
る
こ
と

を
献
血
と
言
い
ま
す
。

　
献
血
に
は
、
血
液
の
す
べ
て
の
成
分

を
採
血
す
る
「
全
血
献
血
」
と
、
血
液

中
の
血
漿
や
血
小
板
だ
け
を
採
血
す
る

「
成
分
献
血
」
が
あ
り
ま
す
。

❖
命
を
支
え
る
た
め
の
献
血

　
１
日
当
た
り
全
国
で
約
３
，
０
０
０

人
、
１
年
間
で
約
１
２
０
万
人
の
命
が

輸
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
命
を
支
え
る
た
め
に
１
日

当
た
り
約
１
万
４
，
０
０
０
人
、
１
年

間
で
約
５
２
５
万
人
の
献
血
が
必
要
で

す
。
毎
日
24
時
間
、
い
つ
で
も
病
院
に

血
液
を
届
け
る
た
め
に
、
多
く
の
人
の

協
力
が
必
要
で
す
。

●
県
内
献
血
者
の
状
況

　
平
成
25
年
度
に
県
内
で
献
血
を
行
っ

た
人
の
約
70
㌫
は
30
〜
50
代
で
す
。
10

代
は
５
・
４
㌫
、
20
代
は
17
・
５
㌫
と

若
い
世
代
の
献
血
者
が
少
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
実
献
血
者
の
う
ち
、
献
血
回

数
が
年
に
１
回
の
人
は
約
７
割
で
す
。

全
血
献
血
の
基
準
で
は
、
男
性
は
年
に

３
回
、
女
性
は
年
に
２
回
献
血
が
で
き

ま
す
（
全
血
献
血
と
成
分
献
血
で
は
、

次
回
ま
で
の
期
間
が
異
な
り
ま
す
）　

が
年
に
１
回
の
み
の
人
が
多
い
こ
と
が

現
状
で
す
。

●
献
血
は
だ
れ
で
も
で
き
る
の
？

　
献
血
は
16
〜
69
歳
ま
で
の
人
が
ご
協

力
を
い
た
だ
け
ま
す
が
、
献
血
者
の
健

康
を
守
る
た
め
に
方
法
別
に
採
血
判
断

基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
降
圧
剤
な
ど
を
服
薬
中
の
人

で
も
服
薬
の
基
準
の
見
直
し
に
よ
り
、

献
血
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
服

薬
中
の
人
は
お
薬
手
帳
を
準
備
の
上
、

献
血
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

❖
献
血
後
の
通
知
に
つ
い
て

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
献
血
を
し
た

方
へ
７
項
目
の
生
化
学
検
査
成
績
と
８

項
目
の
血
球
計
数
検
査
成
績
の
お
知
ら

せ
を
し
て
い
ま
す
。
過
去
４
回
分
の
検

査
結
果
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
ご
自
身

の
健
康
管
理
の
基
準
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。

　
10
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

町
役
場
で
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

10
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

町
役
場
で
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

あ
ゆ
み
だ
よ
り

献血 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

私たちの体に必要不可欠である血

液は、「献血」でしか調達するこ

とができません。10月９日（金）

町役場に献血ルームを開設します。

皆さんの善意でだれかの尊い命が

救われるかもしれません。ぜひ献

血にご協力ください。

今月の「あゆみだより」は

岩永 一寿 社会福祉士 項目
全血献血 成分献血

200㍉㍑ 400㍉㍑ 血漿 血小板

年齢※ 16～69歳
男性 17～69歳
女性 18～69歳

18～69歳
男性 18～69歳
女性 18～54歳

体
重

男性 45㌔以上
50㌔以上

45㌔以上

女性 40㌔以上 40㌔以上

●献血方法別の採血基準

※65歳以上の人の献血については、献血する人の健康を考えて60～64歳の間に献血経験がある人に限ら

れます。

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
　 klg113@town.kosa.lg.jp

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
10月の子育て支援カレンダー

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（金） 親子で読書

５日（月） 小麦粉粘土遊び

７日（水） ブロック遊び

９日（金） 戸外遊び（砂場）

14日（水） 積み木遊び

16日（金） お誕生会（要予約）

19日（月） 製作遊び

21日（水） 散歩（どんぐり拾い）

23日（金） ままごと遊び

26日（月） 戸外遊び

28日（水） 散歩（牛舎見学）

30日（金） おやつ作り

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

10・11月の保健活動

　　10月15日（木）　午前９時

　　11月19日（木）　午前９時

　　10月15日（木）　午前10時

　　11月19日（木）　午前10時

　　10月２日（金）　午前９時30分

　　11月10日（火）　午後１時

　　11月13日（金）　午前９時30分

　　11月10日（火）　午後１時20分

　　11月17日（火）　午後１時30分

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

２日（金） ミニ運動会に参加

16日（金） 芸術の秋だ！絵を描こう

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

11日（日） 運動会

16日（金） 誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711
　 klg113@town.kosa.lg.jp

　

古田 茉
ま こ

琴 ちゃん（１歳）

　　 一
い ち と

翔 くん（３歳）

　　 堅
けんせい

晟 くん（５歳）
　父・昭憲 さん　母・良子 さん

　（大町区）

　みんな仲良し♡

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

Public Relations KOSA
October 2015 14

▼
日
時

▼
会
場

▼
相
談
員

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

　

▼
接
種
期
限

▼
対
象
者

①②▼
接
種
回
数
お
よ
び
料
金

▼
実
施
医
療
機
関

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

　▼
日
時

▼
会
場

▼
講
師

▼
内
容

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

日 曜 当 番 医

TEL

TEL

TEL

TEL

doctor

町税などの滞納処分（８月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

10
月
19
日
（
月
）
〜
25
日
（
日
）

秋

の

行

政

相

談

週

間

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

大
切
な
動
物
を
守
る
た
め
に

防

災

準

備

を

学

ぼ

う

小
規
模
事
業
者
（
製
造
業
）
の

人
材
育
成
支
援
を
行
い
ま
す
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
労
使
関
係
セ
ミ
ナ
ー

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前
　
　
　
　
ご
住
所

▼
平
成
27
年
度
寄
附
金
額
合
計

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

　旧宮内小学校正門の右奥には、

昭和６年11月10日に建立された

「境平三郎翁壽碑」が建っている。

   碑文には

　　　　　　　　　　このように

　　　　　　　　　　記されてい

　　　　　　　　　　る。

   境平三郎

　　　　　　　　　　翁は、嘉永

　　　　　　　　　　６年９月２

　　　　　　　　　　日坂谷の広

瀬に生まれる。

　幼少のころ父を亡くし、祖母に

養育される。15 歳で家計を支え、

特に緑川に着目し筏（いかだ）を

淀淵より川尻に運び財を得る。朝

早くから取り掛かり、日が沈む頃

に家に着き、また翌日の準備に当

たる。これを、十年一日の如く誠

実にあたり地域の信頼を得る。他

に材木商、営林業等で富を得る。

　21 歳の時、火災に遭い全てを

失うが、質素な暮らしと実行力で

見事再建し、翁の強い意志と実行

力に地域の人は驚嘆する。

　24歳で結婚、内助の力を得る。

明治 22 年、入江小学校建築や社

会福祉にも多額の献金をし、村会

議員、郡会議員、学務委員、益城

銀行重役などの公職も務める。

　最大の功績は、現在の県道甲佐

三本松線の開通に心血を注がれた

ことと思う。郡会議員の立場から、

道路の必要性を県に訴え実現。大

正８年８月起工、昭和６年竣工。

必要性を訴えるだけでなく、自ら

も多額の寄付をされている。

　碑文を読むと、翁は旧宮内村の

産業や交通、そして教育面に大き

な功績を残し、村の基礎を築かれ

た人と言う事が出来る。

　激変する社会であるが、宮内村

の発展に寄与された方の存在を忘

れることはできない。

クリーンセンターへのごみ搬入量（８月分）

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数

９月16日現在（カッコ内は前年比較）

            traffic safety

出 動 火 災 件 数

９月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

労
使
紛
争
解
決
の
た
め
の

お

手

伝

い

を

し

ま

す

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

甲佐町の文化財探訪　～第 27回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

▶
旧
宮
内
小
に
残
る
境
平
三
郎
翁
壽
碑

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　 klg110@town.kosa.lg.jp

「境平三郎翁壽碑」 清村一男 町文化財保護委員（下豊内区）
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▼
開
催
日
時

▼
会
場

▼
出
品
予
定
数

▼
準
備
物

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
開
催
日
時

▼
場
所

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
開
催
日
時

▼
会
場

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
開
催
日
時

▼
会
場

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
テ
ー
マ

▼
撮
影
対
象

▼
募
集
期
限

▼
応
募
規
格
・
サ
イ
ズ

ｅ
開
催

差

し

押

さ

え

動

産

の

公

売

会

を

開

催

し

ま

す

緑
川
流
域
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の

作

品

を

募

集

し

ま

す

10

月

25

日
（

日

）

開

催

「
わ
か
あ
ゆ
文
化
発
表
会
」

ｅ
募
集

無
料
の
歯
科
健
診
お
よ
び

相

談

会

を

開

催

し

ま

す

第13回甲佐町夏季ビーチボールバレー大会結果
Sports

「
消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」
を

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
催

●50歳以上の部（全４チーム）
　優　勝　スウィートフィッシュ（上豊内）
　準優勝　横田
　３　位　上早川ファイヤーズ

▲

優
勝
の
ス
ウ
ィ
ー
ト

　
フ
ィ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ム

●フリーの部（全８チーム）
　優　勝　ウィンウィン（田口）
　準優勝　ヒーローズ（白旗）
　３　位　スーパーＪＩＮ（仁田子）
　敢闘賞　ＳＵＮＬＩＮＥ（龍野）

▲

優
勝
の
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

　
ン
チ
ー
ム

●期日　９月３日（木）・４日（金）　●会場　乙女小学校体育館　●主催　甲佐町ビーチボールバレー協会（山下繁樹会長）
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▼
入
賞
発
表

▼
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
研
修
期
間

▼
研
修
内
容

▼
受
講
料

▼
申
し
込
み
期
間

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～10月～
 Event

ｃ
く
ら
し
安
全

皆
さ
ん
の
悩
み
や
不
安
は

警
察
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

新

規

就

農

を

目

指

す

研

修

生

を

募

集

し

ま

す

農
地
を
貸
し
た
い
借
り
た
い
人

を

募

集

し

て

い

ま

す

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447　 klg110@town.kosa.lg.jp

▼期間　10月１日（木）～30日（金）

▼主催　乙女小学校

▼内容　乙女小児童による作品展

宮内地区敬老会

　 　

　９月21日（月）宮内社会教
育センター体育館で平成27
年度宮内地区敬老会が開催さ
れました。
　宮内地区社会福祉協議会
（西坂和洋会長）が主催。地
域の高齢者など約100人が参
加し、歌や踊りなどで楽しく
交流しました。
　地区の子どもたちによる踊
りやひょっとこ踊りになども
行われたりしたほか、最年長
の参加者に贈られる「最高年
齢賞」への表彰も行い、いつ
までも健康で長生きできるよ
うに祝いました。

●９月21日（月）
　宮内地区敬老会を開催

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

10月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

  

●少年柔道

　●卓球

●サッカー教室

　●バスケットボール教室

  

●ジュニアバスケット教室

■お問い合わせ先

TEL
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

こ
の
夏
の
高
校
野
球
盛
り
上
が
り
暑
さ
も
忘
れ
思
い

出
と
な
る 

緒
方　

明
美

母
上
に
採
れ
た
て
西
瓜
半
分
を
持
参
し
行
け
ば
「
何

よ
り
」
と
言
う 

清
田
ひ
で
子

盆
休
み
に
孫
の
一
家
の
墓
参
り
遠
い
所
を
感
謝
し
て

お
り 

赤
星　

文
子

山
茶
花
の
一
枝
し
き
り
に
動
き
い
て
雀
遊
ぶ
か
ち
ら

ほ
ら
と
見
ゆ 

森
田　

房
恵

泣
き
な
が
ら
母
の
後
追
う
幼お

さ
な
ご児
に
吾
の
幼
時
と
重
ね

て
見
お
り 

内
田
乃
武
子

早
朝
よ
り
風
音
強
き
台
風
に
早
く
去
れ
よ
と
寝
床
で

祈
る 

上
村
や
す
美

店
は
早
や
秋
の
売
り
出
し
マ
ネ
キ
ン
は
秋
物
を
着
る

夏
日
の
な
か
に 

吉
永
由
紀
子

良
く
眠
れ
生
き
て
る
事
の
幸
せ
を
し
み
じ
み
思
う
今

朝
も
目
覚
め
て 

塚
原　

暁
益

夏
祭
り
大
輪
咲
か
す
花
火
師
の
苦
労
を
思
い
枝
に
酔

い
た
り 

池
田
キ
ヨ
子

独
り
身
を
和
ま
す
鳥
の
囀
り
に
「
来
た
の
ね
今
日

も
」
と
問
い
掛
け
て
み
る 

赤
星　

延
子

嬰
児
は
吾
と
過
ご
せ
り
今
日
ひ
と
日
満
面
の
笑
み
見

せ
帰
り
ゆ
く 

塚
本　

俊
子

手
入
れ
無
く
荒
れ
地
と
変
わ
る
畑
中
に
白
百
合
の
花

背
高
く
咲
く 
上
村　

か
ず

夫
婦
連
れ
犬
連
れ
で
行
く
散
歩
道
わ
れ
は
こ
こ
ろ
に

妻
連
れ
て
行
く 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
う
ろ
う
ろ
」

九
十
坂
ま
だ
う
ろ
う
ろ
と
生
き
て
い
る 　

林　
　

雅
之

大
型
店
う
ろ
う
ろ
用
事
捗
ら
ぬ 

　

古
閑
チ
ヨ
ミ

う
ろ
う
ろ
と
行
く
先
決
め
ず
散
歩
す
る 　

布
田　

愛
子

ほ
ろ
酔
い
の
パ
パ
は
う
ろ
う
ろ
縄
暖
簾 　

清
川
み
ど
り

　
　
　

「
空
気
」

空
気
澄
み
今
日
も
一
日
頑
張
る
ぞ 

　

森
田
千
鶴
子

和
や
か
な
空
気
に
染
ま
ぬ
お
邪
魔
虫 　

本
田
長
久
子

人
が
住
み
空
気
い
ろ
い
ろ
作
り
出
す 　

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

そ
ら
そ
う
ね　

ゼ
ネ
リ
ッ
ク
で
ん
効
く
と
良
ェ 　

広
田
み
ど
り

そ
ら
そ
う
ね　

お
金
じ
ゃ
買
え
ん
そ
れ
は
愛 　

下
山　

千
恵

そ
ら
そ
う
ね　

買
わ
に
ゃ
当
た
ら
ん
宝
く
じ 　

志
垣　
　

光

そ
ら
そ
う
ね　

頑
張
っ
と
合
格
す
る
が 　

佐
藤　
　

葵

そ
ら
そ
う
ね　

話
の
わ
か
る
人
で
す
ネ 　

北
畑　

公
美

そ
ら
そ
う
ね　

地
獄
の
沙
汰
も
金
だ
け
ん 　

木
村　

陽
菜

そ
ら
そ
う
ね　

九
十
越
え
り
ゃ
背
も
痛
む 　

布
田
か
ん
な

そ
ら
そ
う
ね　

年
の
功
に
は
か
な
わ
な
い 　

平
井
や
よ
い

そ
ら
そ
う
ね　

借
り
た
金
な
ら
返
さ
な
ん 　

長
原　

産
賀

そ
ら
そ
う
ね　

一
方
だ
け
が
悪
く
な
い 　

佐
野
し
ょ
う

そ
ら
そ
う
ね　

蝉
の
泣
く
声
変
っ
た
ろ 　

光
永　
　

六

そ
ら
そ
う
ね　

水
に
流
し
て
出
直
そ
か 　

井
元
あ
ざ
み

そ
ら
そ
う
ね　

鷹
産
み
た
い
と
願
う
て
も 　

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

神
無
月 

〜

クリ（麻生原）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）



Public Relations KOSA
October 201519

　「
実
り
の
秋
」、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」、

「
読
書
の
秋
」。
秋
は
、
四
季
の
中
で

も
い
ろ
ん
な
顔
を
持
つ
季
節
で
す
が
、

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
「
秋
」
を
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
月
号
の
こ
う
さ
ス
タ
イ
ル
で
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
を
満
喫
し
て
い

る
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
坂
本
健
次
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
健
康
づ
く
り
の
１
つ
と
し
て
始
め

た
マ
ラ
ソ
ン
は
、「
マ
イ
ペ
ー
ス
で

長
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
。
雨
が
降

る
日
は
休
ん
で
、
晴
れ
た
日
に
走
る

く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
」
と
坂
本

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
健
康
志
向
の
今
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

す
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、

「
ゆ
っ
く
り
で
も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す

れ
ば
、
歩
く
よ
り
も
筋
力
が
付
く
し

脂
肪
も
落
ち
る
の
で
、
皆
さ
ん
に
ぜ

ひ
お
す
す
め
し
た
い
」
と
坂
本
さ
ん
。

「
食
欲
の
秋
」
に
走
っ
て
い
る
私
も

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
を
楽
し
ん
で
見

よ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

　 

（
み
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

豊　内　渓村芽
め い な

衣奈　女　亮　太

下横田　林田　瑛
えい

翔
と

　男　昭　子

仁田子　直井　正
まさふみ

史　男　仁　志

豊　内　福島　大
はる

翔
と

　男　貴　弘

中　山　坂澤真
ま り な

理奈　女　力　生

横　田　本田　陽
はる

大
た

　男　城　光

糸　田　林田　大
や ま と

和　男　哲　治

田　口　上田　咲
さ

幸
ゆき

　女　麻　美

下横田　井出　堅
けんしん

心　男　達　也

仁田子　冨永　琉
り く

空　男　大　地

緑　町　川野　旭
あさ

冴
ひ

　男　大　介

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,294 ６

女 5,903 △７

計 11,197 △１

世帯数 4,309 ０

平成27年８月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

８月11日（火）～９月10日（木）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①ショウガは千切りにして、豚

肉に塗し付けながら揉み込み

ます。

②レンコンは、皮をむいて３㍉

ほどの厚さのいちょう切りに

して５分ほど水にさらしま

しょう。

③フライパンにゴマ油を入れ熱

したら、しっかりと水を切っ

たレンコンを入れ炒めます。

④炒めたレンコンに①を加え砂

糖を振り更に炒め、豚肉に

しっかり火を通しましょう。

⑤酒、しょうゆで味を付けたら、

最後に分量外のゴマ油をさっ

とひと垂らし加え、手早く混

ぜたら出来上がりです。

※レンコンの切り方は、好みで

大きく切ってもいいですよ。

☆良いレンコンの選び方

・表面の皮がぱりっとして、張

りのあるもの

・全体に丸みを帯びたもの

・不自然に白っぽいもの

　　レンコンに豊富に含まれる

ビタミンＣは水や熱に弱いのが

欠点ですが、デンプンと一緒に

摂取することでたくさんの量を

摂ることができます。

　風邪予防や疲労回復、美肌効

果、発ガン物質抑制が期待され

るレンコン。栄養たっぷり自然

の恵みを美味しく食べて健康な

体をつくりましょう。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レンコンと豚肉の炒めもの

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　益城町　中田　裕介

　　妻　上早川　五嶋　恵梨

　　夫　早　川　入口　祥一

　　妻　水上村　坂下のぞみ

　　夫　田　口　遠山　　彰

　　妻　嘉島町　坂本　　恵

　　夫　世　持　志垣健太郎

　　妻　高森町　白石　　彩

　　夫　田　口　山下　祥平

　　妻　熊本市　田上　稚子

材料（４人分）

レンコン …………………100㌘
豚こま切れ ………………250㌘
ショウガ …………………親指大
濃口しょうゆ …………大さじ２
酒 ………………………大さじ１
砂糖 ……………………小さじ１
ゴマ油 …………………大さじ１

［

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

早　川　山下　敏雄　91　敏　雄

白　旗　本田セツミ　86　龍　治

仁田子　松本　忠義　81　盛　夫

有　安　緒方　　壽　84　ハスエ

早　川　宮本　節雄　78　修　治

早　川　寺本　栄子　61　勇　次

上　揚　中村　安子　89　安　子

上早川　美濃田　惠　92　　惠　

小　鹿　入江ムツヱ　85　ムツヱ

上早川　楠本　典生　59　典　生

横　田　福田　清子　97　清　子

［

［

［



　

「
健
康
維
持
の
た
め
に
は
、
長

く
続
け
て
走
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
、
無
理
せ
ず
に

走
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で

す
」
と
話
す
の
は
、
市
民
ラ
ン

ナ
ー
の
坂
本
健
次
さ
ん
（
上
豊
内

区
）。

　

今
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
県
シ

ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
の
70

歳
未
満
陸
上
男
子
10
㌔
の
部
に
出

場
し
、
43
分
51
秒
の
タ
イ
ム
で
優

勝
し
た
66
歳
の
坂
本
さ
ん
。「
気

軽
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
大
会
で

は
良
い
成
績
が
残
せ
ま
し
た
」
と

レ
ー
ス
を
振
り
返
る
。

　

35
歳
の
と
き
に
、
友
達
か
ら
町

駅
伝
大
会
に
誘
わ
れ
た
の
が
マ
ラ

ソ
ン
と
の
出
会
い
。「
最
初
は
走

る
の
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
」
と
懐

か
し
む
坂
本
さ
ん
は
、
37
歳
の
と

き
に
玉
名
市
の
横
島
い
ち
ご
マ
ラ

ソ
ン
に
出
場
し
、
10
㌔
を
35
分
台

で
完
走
。
す
っ
か
り
走
る
こ
と
の

魅
力
に
取
り
つ
か
れ
、
本
格
的
に

練
習
を
始
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
大

会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

週
２
・
３
回
、
朝
４
時
に
起
き

て
月
間
約
２
０
０
㌔
は
走
る
と
い

う
坂
本
さ
ん
。「
自
分
を
追
い
込

む
タ
イ
プ
な
の
で
、
以
前
は
練
習

に
力
を
入
れ
過
ぎ
て
体
を
壊
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
、

が
む
し
ゃ
ら
に
走
り
込
ん
で
い
た

時
期
も
あ
っ
た
が
、
60
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
は
、「
健
康
を
意
識
し
て
、

ゆ
っ
く
り
と
自
分
に
合
っ
た
ペ
ー

ス
で
楽
し
ん
で
走
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

「
ゆ
っ
く
り
と
20
〜
30
分
走
る

と
、
さ
ら
り
と
し
た
気
持
ち
の
い

い
汗
が
出
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

よ
り
も
筋
力
が
ア
ッ
プ
す
る
の
で
、

健
康
づ
く
り
に
も
お
す
す
め
で

す
」
と
マ
ラ
ソ
ン
の
魅
力
を
語
る

坂
本
さ
ん
。
今
月
17
日
（
土
）・

18
日
（
日
）
に
山
口
県
で
開
催
さ

れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で

ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
」
の
５
㌔

の
部
に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

　

「
レ
ー
ス
を
通
し
て
、
た
く
さ

ん
の
ラ
ン
ナ
ー
と
出
会
え
る
こ
と

も
楽
し
み
で
す
」
と
ほ
ほ
笑
む
坂

本
さ
ん
。「
ま
ず
は
、
完
走
す
る

こ
と
が
目
標
。
そ
し
て
、
レ
ー
ス

で
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
今
日
も
笑
顔
で

駆
け
抜
け
る
。
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こうさ広 報

ゆ
っ
く
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で

駆
け
る
こ
と
が
健
康
へ
の
道

さかもと けんじ / 市民ラン

ナー。今年の県シルバース

ポーツ交流会70歳未満10㌔の

部で43分51秒のタイムで優勝。

全国大会への切符を手にする。

Kosa
Style
こうさ スタイル

坂本 健次さん
Sakamoto Kenji

〔上豊内区〕


